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第24回

副　長　南條順子（静岡第27団）
副　長　脇坂英子（清水第19団）
隊　付　島崎睦巳（浜松第12団）
たぬき班班長　村上和輝（浜松第12団）
うなぎ班班長　井出己尋（富士宮第9団）
ポッポ班班長　杉山未翔（浜松第15団）

　初めての世界ジャンボリー、不安のほうが期待
を上回っていました。しかし会場でサイトに戻っ
たスカウトたちの楽しそうな表情や海外スカウ
トたちとの交流の様子を見るにつれ、彼らととも
に何物にも代え難い時間を過ごしている充実感
が芽生えてきました。どの顔も本当に楽しそうで
羨ましい！同じスカウトというだけで信頼し、お
互いを理解し合おうとする場面を見ることが出
来ました。今後ひとりでも多くのスカウトにジャ
ンボリーの主役として、この時間を体験してほし
いと彼らの笑顔を見て思いました。

副長 南條　順子（静岡第27団）

　私が初めてWSJの指導者として奉仕をしたの
は、第22回スウェーデン大会。海外のスカウト達
はなんて自由なのだろう、制服の着方も普段の服
装も生活の様子も。アリーナショーへ向かう行進
も、歌を歌い音楽を鳴らしお祭り気分で歩いてい
く。日本の大会を経て次はアメリカと聞き期待に
胸が膨らみました。そして今回経験した世界ジャ
ンボリー、楽しかった！アメリカのエンタテイン
メントの凄さ、キャンプ場の広大さ、そしてジャ
ンボリーを大いに楽しんでいる外国スカウト達。
日本のスカウト達も十分に雰囲気を味わったと
思います。

副長 脇坂　英子（清水第19団）
　毎日アクティビティやイベントに参加したり、
交流をしたりするうちにジャンボリーはあっと
いう間に終わってしまいました。アメリカの食事
や建物の作りなども慣れないことばかりで初め
は心配になりましたが、いつの間にかすっかり慣
れてしまいました。そしてジャンボリーを終え、
何もないテントを前にした時には引っ越しをす
るようで寂しかったです。再びスタッフとして
WSJに参加し後輩スカウトがこのような経験を
する手伝いが出来たらと思います。

隊付 島崎　睦巳（浜松第12団）

　自分は世界ジャンボリーの中で班長を勤めま
した。今回は自団のスカウトだけでなくいろいろ
なところから来ているために、統制を取っていく
のが非常に難しかったです。その中でよく「パト
ローリング」という言葉が出て来たのが印象に
残っています。班員の個性をどう班の中に生かす
かが大事なことだと気付くことができました。

たぬき班班長 村上　和輝（浜松第12団）

　今回班長という立場で臨んだ世界ジャンボ
リーでは多くの学びを得られたことに加え、自身
の世界観が広がったことを強く実感しておりま
す。プログラムでは班員と共に様々なアクティビ
ティに挑戦したことで自身の可能性を見出した
り、交流会や文化フェスティバルでは多くの国々
の文化を体験したり、ゲームや歌を通じて言語の
壁を超えた交流をしたり、自身の固定観念を打ち
砕かれるような衝撃を受けてばかりの毎日でし
た。大会が終わった瞬間、「またジャンボリーに
参加したい！」と心から思いました。

うなぎ班班長 井出　己尋（富士宮第9団）

　今回の大会で国や人種も関係なく、いつでも
どこでもだれとでも和気あいあいと盛り上がり、
皆が家族のように過ごした12日間は、何にも代
えがたい素晴らしいことをたくさん学ばせてく
れました。この経験は、きっとこれからの生活を
より良い方向へ導いてくれるだろうと思います。

ポッポ班班長 杉山　未翔（浜松第15団）
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　今や日本は未曾有の自然災害列島となっています。
　頻発する地震、巨大化する台風、大雨による洪水や土砂災害と私たちの日常生活を直撃することばかり
です。“自分の身を守る” “もしもの時” に役に立つよう防災意識を高め、そなえなければなりません。今年
も地域に貢献するイオンモールと、よりよい社会をつくるボーイスカウトが協働で展開しました。全国７０か
所、基本開催ツールを持ち回し、イオンモール会場で多くの方に防災をアピール！  県西部浜松ではイオン
モール志都呂会場、ボーイスカウト浜松連合協議会（浜松地区と浜松東地区）の企画として展開しました。

●各コーナー /キャプション
　≪ブロック塀積み上げ≫スチロール性ブロック積み上げで、物や壁が倒れる時の感覚を安全に
　　　　　　　　　　　　学ぶことができます。
　≪防災グッズづくり≫　　新聞紙など利用して簡易な履物づくり、飲み物用おわんづくりなど、身
　　　　　　　　　　　　の回りの物をクラフトしました
　≪防災キムスゲーム≫　もしもに備える防災アイテム持ち出しゲーム、持ち出し用品説明も行
　　　　　　　　　　　　いました。
　≪ビニール袋で簡単応急救護≫レジ袋を利用しての手や足などの支えを学びました。
　≪ボーイスカウト紹介≫ ２３ＷＳＪＤＶＤマルチ画面上映、活動写真展示掲載、ボーイスカウト            
　　　　　　　　　　　　クイズを行いました。
　今回の開催にあたり、事前に１６社へニュースリリースを出したことでＴＶ局１社取材、新聞掲載１社、ケー
ブルＴＶ告知など地域へ情報を発信できました。
　当日の来場数は例年と比べると少なかったのですが、日常化している災害列島ではますます防災意識は
必要になることは必至です、我々も心して備えたいものです。

今年もやったゾ！防災キャラバン2019

　今回ユースチーム静岡初となるユース年代交流企画の『U35交流会』を開催しました。

この交流会ではユースチーム静岡の活動を広く知ってもらうためユース年代のローバースカウトおよび

指導者の交流の場を設け、ユースチームメンバーを増やし、今後の活動をより発展させることを目的とし

て行いました。

　今回は初交流企画でしたが、２５歳以上の若手指導者の方や静岡在住の他県連の方など幅広い参加者が

申し込みをしてくださり、有意義な交流会ができました。

　交流会の内容はまず、今までの静岡ベンチャーキャンプや全国大会への参加、県連行事での奉仕などの

活動を紹介し、これからの企画の展望を中心に話をさせて

いただきました。また、今後の活動がより魅力的なものに

なるように、参加者とユースメンバーで無人島キャンプや

カヌーなどやってみたい企画のニーズを出し合いながら

交流を深めました。

　最後になりますが、今後も議長として県ユースチームを

盛り上げていきます。本年度からユースチームへ加入でき

る対象年齢が18歳から35歳までに幅が広がりました。現

役ローバースカウトだけでなく、35歳までの現役指導者

のみなさんも是非ユースチームに加入をして、一緒に若手

の活動を盛り上げていきましょう！

日　時：７月２１日（日）　場　所：イオンモール浜松志都呂店
防災キャラバン副実行委員長　稲野　吉弘

我ら、ユースチーム静岡！
ユースチーム議長　宮路　飛鳥
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　去る７月２４日、御殿場市の馬術スポーツ
センターにおいて、秋篠宮佳子内親王殿
下に御臨席を賜り、第５３回全日本高等学
校馬術競技大会が開催されました。
　東部地区のボーイスカウト・ベンチャー
スカウト並びにガールスカウトの代表３６
名による開会式のプラカード持ち、当日の
朝、集まってくれた５０名の中から３６名を
選出し、リハーサルを行ったが今一つ何か
が足りない。そこで、県コミッショナーから
プラカー

ドの持ち方や歩き方を指導され、再度リハーサル、最初は何だったのか見
違えた歩き方に変貌しました。
　開会式会場及び観客席にも警備の関係でリーダーは一切入れず見学も
できない中、心配をよそにスカウトたちは元気に行進し、大会関係者から
『大変良かった。』の言葉をかけてもらい、また最後には大会会長からもお
褒めの言葉を頂きました。

　去る７月２４日、御殿場市の馬術スポーツ
センターにおいて、秋篠宮佳子内親王殿
下に御臨席を賜り、第５３回全日本高等学
校馬術競技大会が開催されました。
　東部地区のボーイスカウト・ベンチャー
スカウト並びにガールスカウトの代表３６
名による開会式のプラカード持ち、当日の
朝、集まってくれた５０名の中から３６名を
選出し、リハーサルを行ったが今一つ何か
が足りない。そこで、県コミッショナーから
プラカー

ドの持ち方や歩き方を指導され、再度リハーサル、最初は何だったのか見
違えた歩き方に変貌しました。
　開会式会場及び観客席にも警備の関係でリーダーは一切入れず見学も
できない中、心配をよそにスカウトたちは元気に行進し、大会関係者から
『大変良かった。』の言葉をかけてもらい、また最後には大会会長からもお
褒めの言葉を頂きました。

第５３回全日本高等学校馬術競技大会　開会式奉仕第５３回全日本高等学校馬術競技大会　開会式奉仕
日　付：7月24日㈬　場　所：御殿場市馬術スポーツセンター

御殿場小山地区事務長　濵田　敏彦

「遠州特別野営」「遠州特別野営」第2回

磐田地区　磐田第3団ベンチャー隊　太田　志穏
　今回、ベンチャースカウト兼上級班長という形での参加になりました。その両立がとても大変でした。
また、集合をかける際も自分の経験不足により様々な指摘を受けとても身になりました。台風の接近によ
る悪天候の中、あれだけのまとまった行動がとれたのも参加した指導者やボーイのおかげだと思います。
多くの指摘を受け、とても成長につながったと感じました。ボーイやベンチャーの仲間達と楽しむことが
出来たことはとても良い思い出になりました。指導して下さったリーダーの方々、満身創痍ついてきてく
れたボーイ、楽しませてくれたベンチャーの仲間、本当にありがとうございました。とても愉快な六日間
でした。

掛川・袋井地区　掛川第2団ボーイ隊　村松　直幸
　今回一番心に残った行事は、隊ごとのイカダ製作です。そもそもイカダ、自分たちで本当に製作できる
のだろうかと思いました。実際なんとか夏季キャンプまでに形は出来たもののこれで本当に浮かぶの
か？と思いました。本番では事前に用意した材料を切ったり縛ったり、がんばって作りました。結果、出来
たイカダは浮力バッチリのすごいイカダになりました。みんなと乗れてとても楽しいイカダ作りでした。

島田地区　金谷第1団ボーイ隊　鈴木　琉空
　今回のキャンプ、大きい荷物と小さい荷物を持ちたくさん歩いてとても大変でした。やっとの思いで着
いたところは草がボーボー、みんなで協力してテントを立てフライも立て、休むひまもなく配給の時間に
なりすぐにご飯をたくことになりました。頼れるけんくんと班長は熱中症になってしまい、なかなかカ
レーが作れませんでした。また班長が風邪でいなくなった時は自分が班長の仕事をやらなければいけな
く、慌ただしいキャンプになりました。でも班長という任務が出来、良い経験をしたと思いました。

浜松地区　浜松第1団ボーイ隊　前田　悠花
　楽しかったことは、イカダとカヌーに乗ったことです。海でカヌーに乗るのは初めてでした。風の具合
で変な方向へ行ってしまいましたけれど楽しかったです。イカダは試走のときから来ており、出来たもの
に乗れてすごく嬉しかったです。５０ｍロープの命綱が張るまで遠くへ行ったのが一番楽しかったです。
また『夜の人狼ゲーム』も楽しかったです。磐田3団のファルコン班におじゃまして消灯時間まで人狼をし
たりしゃべったりしていました。仲間が鉈で手をけがして帰ったのは気の毒でした。けがをしていなかっ
たらもっと楽しめたと思います。

日付：8月11日㈰～16日㈮
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第 3回 「若き指導者」第 3回 「若き指導者」

　「大学ローバー」これが私の指導者の
原点だと思っています。東京で過ごした大学生時代、通っていた大学に「ローバースカウト部」（ロー
バー隊）があり、世田谷地区（当時）で活動していました。担当のローバー部門担当コミッショナーに
は、区民祭りの奉仕やカブ・ビーバーのラリー奉仕、日韓スカウトフォーラムや今は無き山中野営場で
の６NV奉仕など様々な活動の機会を与えていただき大変感謝しております。また東京連盟ローバー
恒例の「100kmハイク」には企画運営部分に携わることができ、他地区のスカウトとの交流を深める
絶好の機会となりました。大学生になったと同時に地元を離れ、そのままスカウティングから離れてし
まうパターンが多い中、こうした経験、仲間づくりができたことは非常に恵まれていたと感じています。
　今年はカブスカウト隊副長一年目ということで、春のスカウトコースに初めて参加をさせていただ
きました。そこでは学習意欲に満ちた班の仲間、そして、いつも明るく熱心に指導をしてくださった芹
沢班担当所員など素晴らしい仲間との出会いがまっていました。一緒に研修を進めていくにつれて、
これからも頑張ろう！という気持ちが徐々に高まってきました。
　長泉第2団には10名のカブスカウトが在籍しています。スカウト一人一人にしっかりと向き合い、ス
カウトの笑顔が絶えることのない、そんな活動ができるように指導者の一員として今後も活動できれ
ばと思います。

長泉第２団カブ隊副長

髙田　直哉
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たのしいさわのぼり

たいしゅう会のたのしいおもいで

ホタルのかんしょう会

掛川・袋井地区 掛川第２団 ビーバー隊 いけ田たける

清水地区 清水第 19 団 ビーバー隊 大槻　和叶

沼駿地区　沼津第４団 ビーバー隊 ひらお よはん

　かけ川のビーバーでさわの
ぼりをしました。さわには、
大きいかにがいました。
　さわをのぼっていくと、ふ
かいところがいっぱいありま
した。いちばんふかかったと
ころは、ぼくのあごのあたり
まで水があって、じゃんぷし
てあそびました。さわのぼり
ができてうれしかったです。
　かけ川のおともだちもたく
さんできてうれしいです。

　今年も６月に、ビーバーたいのなかまと、ぬまづのあ
したかこういきこう園に、ホタルの光を見に行きました。
　さいしょに、ホタルほぞん会の人たちが、ホタルのせ
つめいとクイズをしてくれました。
　そして、もってきたかいちゅう電とうに、赤いセロフ
ァンをつけました。ホタルは、強い光があたると光らな
いからです。ホタルがびっくりしないように、そのかい
ちゅう電とうを下にむけて、大きな声を出さないように

気をつけながら、みんなでさが
しました。はじめはぜんぜん見
つからなかったけどまわりがま
っくらになってくると、小さな
光の点が見えてきました。砂の
つぶより小さくてやさしい光で
した。
　自分でも１ぴき見つけられた
ので、うれしかったです。
　夜のホタルさがしは、たから
さがしみたいでたのしかったで
す。来年も行きたいです。

　さいしょにあそんだのは川あそびです。
　あめとクイズのはいったさがすたからさがしをしまし
た。たからさがしをおわったときにかにを八ぴきもつか
まえました。魚もつかまえようとしたけれどすぐににげ
てしまってとてもかなしかったです。
　そのあとアイスクリームをつくりました。つくるざい
りょうは、ぎゅうにゅうとなまクリームとたまごのきみ
とバニラエッセンスとさとうです。まずボウルにじゅん
ばんにいれてさいごにバニラエッセンスをいれてかきま

ぜました。それをアルミカン
にいれてふたをし、こおりと
しおをいれたペットボトルの
中にアルミカンをいれて 10 分
ふりました。そのあとようき
にうつしてたべました。つめ
たくてとてもおいしかったで
す。

どうぶつえんへいったよ
富士地区　富士第４団 ビーバー隊 遠藤　惺七

　ぼくは、この前ボーイ
スカウトのみんなと、と
うめいバスで日本平どう
ぶつえんにいきました。
ドキドキワクワクしなが
らバスにのり、どうぶつ
えんにむかいました。
　どうぶつえんにつき、
いろいろなどうぶつを見
ました。それから、ふれ
あいコーナーに行き、モ
ルモットやうさぎをさわ
りました。ぼくは、いま
までこわくてさわれなかったけど、みんなといっしょだ
ったからさわれるようになってうれしかったです。その

あと、みんなでおにぎ
りをたべました。みん
なでいろんなはなしを
して、わらってとても
楽しい一日でした。
　また、ビーバー隊で
いきたいです。

釣り体験
掛川・袋井地区　掛川第 2 団 カブ隊 1組 組長　若槻　拓哉

　つりはとても大変でした。魚がかかったかどうかよく分
からないし、長い間待っているのも大変でした。ぼくは糸
がからまったりして、何度も直してもらいました。結局、
ぼくがとれたのは、食べられないフグ１匹だけでした。
　１組と２組でどっちの方が多くつれるかの勝負をしてい
たのですが、４対１で１組が勝ちました。ぼくは１組だっ
たので勝つことができて、うれしかったです。またつりを
したいです。

掛川・袋井地区　掛川第 2 団 カブ隊 2 組 組長　岡本　拓己
　ぼくがつりで、一番思い出に残ったのは、つり糸にエサ
をつけることです。もちろん、投げるのも楽しみでしたが、
つりで生きている物をつけるのは初めてだったので、ドキ
ドキしました。さわってみると、ぬるぬるしていてすごく
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　8 月 23 日から 25 日まで、あいち県田原市のえひま
野外活動センターに２はく 3 日の団キャンプにさんかし
ました。キャンプでは、つり、海水よく、キャンプファ
イヤー、まが玉作りなど色いろな事をけいけんしました。
中でも、わたしが楽しかった事は海水よくと、ネイチャ
ーゲームです。はじめての海水よくは波にのっておよぐ
れん習をしていたら、口の中に海水が入ってとてもしょ
っぱかったです。ペットボトルやビニールぶくろを使っ
て、水なんきゅうじょに何がやくにたつのかを学びまし
た。ネイチャーゲームはたい長がえらんだ７しゅるいの
葉と木の実をきおくして同じものを山にさがしに行きま
した。わたしは、形、色、さわりごこち、くきからの葉
っぱのはえ方をよく見るようにしました。大変でしたが、
おもしろかったです。

団キャンプ
浜松地区　浜松第 11 団カブ隊　渡邉希乃奏

気持ちわるかったです。そのエサに針をさすとき、モヨモ
ヨと動くので、とてもこわかったけど勇気を出してさしま
した。何度もやっていくうちになれてはきたけど、やっぱ
り気持ちがわるかったです。
　結果は一匹もつれなかったけど、楽しかったです。自分
で魚をつることのむずかしさを知りました。次は絶対につ
りたいです。

　私が、カブ隊の活動で、一番楽しかった事は、第７回本
願寺派スカウトキャンポリーでした。その中でも、三島市
内を歩く、川沿いを歩くせせらぎハイクが楽しかったで
す。川まで歩く時に、副長が、「川に、落ちている固くて
きれいな石をみがいていくと、宝石みたいになるよ！」と、
言われたので、川に着いたら、みんなと一緒にたくさん
のきれいな石を探しました。たくさん取りました。楽し
すぎて、「終わりだよ。」と、言われたときは、まだまだ遊
んでいたいと、とてもさみしくなりました。けれど気を
取り直してまた歩き出しました。
　その次の、目的地まで思ったよりも遠かったです。だん
だんつかれがたまって、足がもつれてきました。でも、み
んなは「つかれたよ」「もう歩けない」とか言っても、が
んばって歩いていました。私も（みんなは頑張って歩い
ているんだ。私だって負けないんだ。）と、言う気持ちに
なりました。この経験から、あきらめない事とやるべき
ことは最後までしっかりやる事の大切さを、学びました。

本願寺派スカウトキャンポリー
三島地区　大仁第 1 団 カブ隊　山﨑　一乃

　8 月 10 日から 12 日まで川根本町にキャンプに行って
来ました。一番楽しかったことは二日目のカヌー体験で
す。カヌーは長島ダムに出来た接祖湖に行きました。い
ろいろなカヌーに乗ることが出来ました。その中で一番

８月のカブキャンプ
島田地区　金谷第３団 カブ隊　鴨嶋陽友路

楽しかったのが立って乗るサップです。乗るところが広
くて、漕ぐ時は最初に膝立ちで乗って慣れてきたら立っ
て乗りました。すごく早くてまっ直ぐに進んでとても乗
りやすく楽しかったです。一番むずかしかったのが競技
用カヌーでした。バランスが取りづらくてすぐに落ちて
しまい、とってもむずかしかったです。ぼくはキャンプ
でのカヌー体験がとても楽しかったので、もっとカヌー
を体験したいと思いました。

　二回目の富士登山。前回は頭つうが出て六合目ま
でしか行けませんでした。
　今回の富士登山では、頂上というよりも、八合目
あたりを目指していました。と中、頭がいたくなっ
てしまったけれど、さんそをすったり、休けいした
り、みんなで話をしながら、八合目まで登れました。
そして、八合目を超えたあたりから、もしや頂上に
行けるんじゃないか、と思い始めました。がんばっ
て登って、山頂まであと百五十メートルの所で、ひ

つらかった富士登山
浜松東地区　浜松第 15 団 カブ隊 花村　星良

どい頭つうやはき気がしました。高山病でした。こ
れ以上登れないので、下山になりました。山頂まで
あと少しだったのでくやしかったです。でもみんな
から、「がんばったね」と言われてうれしかったです。
　次に登る時は、山頂を目指したいです。そのため
には健康な体を作り、体力をつけたいです。

　前からふじ山に登れるか心ぱいしていました。
7 月 28 日におきたら晴れていたのでよかったです。
　7 月 28 日にいよいよふじ山に登りました。さいし

たいへんだったふじ登山
浜松東地区　浜松第 15 団 カブ隊　立石堅太郎
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ぼくは、7 月 27・28 日にボーイスカウトで富士
登山に行きました。7 月 27 日の夜、家をでて団ハウ
スに集合してマイクロバスで富士山の 5 合目までい
って、そこでかみんをしました。

7 月 28 日朝 5 時山頂に向かって出発しました。5
合目からでも雲は下に見えました。6 合目についた
ら雲海がきれいで、新 7 合目では地上でみるより空
がきれいでした。そして元祖 7 合目についてすこし
休けいをしました。休けいのあと、元祖7合目を出て、
8 合目に向けて出発しました。8 合目に向かってい
るとちゅう、頭がいたみ始めました。頭がいたかっ
たけれど、8 合目につくことができました。そして
なんとか 9 合目について、また休けいをして、出発
しました。けれど 9.5 合目で頭のいたみがひどくな
ったので、くやしかったけどリタイアしました。

こんどいくときは、頂上に行けるようにがんばり
たいです。

富士登山
浜松東地区　浜松第 15 団 カブ隊　鈴木　颯真

ょから足がいたくなってきたけど岩で休んだりし
たので登れました。お父さんがつえをかしてくれ
たので登れたけどちょっとずつ登っていくと高山
びょうになってしまいました。もっと登っていく
とさむくなってきました。そして、うんのたい長
が下山してしまいました。もうちょっといくとぼ
くの足がけいれんをおこしたので、ぼくのお父さ
んと村田さんとぼくで下山しました。
　下山しているとききゅうに気持ちがわるくなっ
てきました。気持ちがわるいまま休みながらおり
ているとすごく気持ちがわるくなってしまいまし
た。どんどんおりていくと気持ちがわるいのもス
ッキリしました。高山びょうもどんどん下におり
ていくとなおってきました。もうなおってきた
のですぐに歩くことができるようになってきまし
た。どんどんおりていくほどすぐにおりれるよう
になってきました。
　そして、さらにおりると前田たい長とカブの仲間
と会ったのでいっしょにおりていきました。またち
ょっと足がいたくなってきたけどすぐおりれまし
た。カブの仲間たちとちょっとずつ休けいしながら
おりていきました。やっとちゅう車じょうにつきま
した。たいへんだったけどまた登りたいです。楽し
かったです。つぎに登るときは早ね早おき朝ごはん
をしっかりして山頂まで登りたいです。

　7 月 20 日～ 21 日の一泊二日で
渚園へキャンプに行きました。こ
れまでロープの縛り方が役に立っ
たのは、テントを張る時のトート
ラインヒッチや荷物を運ぶ時に崩
れないように縛ることくらいでし
た。ところが今回は、流しそうめ
ん台を作るのに大活躍です。はさ

み縛りを先輩から教わり、やってみたところ思ったより簡
単な縛り方で覚えやすかったです。縛っている最中に崩れ

キャンプ in 渚園
浜松地区　浜松第 19 団ボーイ隊　岩淵　　充

　その日はボーイスカウトで羽鮒山へ山登りがありまし
た。毎日のように雨が降って涼しかったのがうそのよう
にじめじめしていました。登りはじめると坂はどんどん
急になっていき、その上暑くなってきました。本当の頂
上は「ここが？」という感じで少しがっかりしました。
けれど、登っていくと景色が変わって、上に行くほどき
れいになりました。写真はとれなかったけど、きれいな
景色を見ることが出来ただけでも良かったです。

山登り
富士宮地区　富士宮第９団 カブ隊 倉本　歩子
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上高地へ行って
伊東地区　伊東第２団ボーイ隊　坂本　　光

ることがあり、本当にできるのか不安になりましたが、み
んなと協力したせいかなんとか組み立て上がりました。い
よいよ流しそうめん開始。僕は箸とめんつゆを持ち、先頭
に立つことができました。おかげでいっぱいすくうことが
できました。他に、渚園が浜名湖の隣なので釣りもしまし
た。エサの青イソメをつけるのが気持ち悪くて固まったの
が僕を入れて三人いました。でもやらなければ釣りはでき
ないと言われ、仕方なくつけました。大きなうなぎを釣っ
て来いと言われていたのに何も皆釣れませんでした。いろ
いろあったキャンプでした。

　8 月 3 日 4 日に、ボーイスカウト隊の富士山プロジェ
クトで富士山に行きました。富士山は、3776 ｍと知っ
ていましたが、坂や、でこぼこ道が多いということは、
知りませんでした。藤枝市から富士山を見るとすごく
キレイですが、登山道を登ると、危険がたくさんあり
ました。
　８合目からは、きりが出てきて、急に寒くなりまし
た。飲み物やトイレにお金がかかりました。足をつま
ずきそうになったり、ころんだり、登るのが大変だっ
たけれど、体操をし、体をやわらかくして登りました。
どんどん登っていくと、頭がいたくなりました。でも、
がんばって、9 合目に到着しま
した。
　9 合目は、私たちがとまる所
です。景色は、最高でした。雲
が下にあり、キレイでした。宿
についたら、すぐ、夕食のカレー
を食べました。つかれた後のカ
レーは、おいしかったです。そ
して、8 時には、寝ました。
翌日、夜中の 1 時に起きました。
みんなは、ご来光を見るため、
早起きします。そしていよいよ
10 合目を目指して出発です。
　1 時は、まだ暗く、流れ星が見えて、星がキラキラ
していました。登っていく人のライトもキラキラして
いました。頂上まではけっこうな距離がありました。
たくさんの人が登っていたのでこんでいました。どん
どん寒くなったので、隊長が「レインコートを着て。」
と言ったので着ました。手が寒くなってきて、頭も痛
かったです。
　でも、空がだんだん明るくなってきて、頂上につき
ました。そして、やっとご来光を見ることができました。
　ご来光は、とてもきれいで、まっ赤でした。そして、
下山は無事に降りられ、帰れました。大成功でした。
それは、団の協力があったからだと思います。楽しかっ
たです。ありがとうございました。

　令和元年 8 月 3 日から 4 日に、ボーイスカウト隊の
富士登山プロジェクトを実行しました。ボーイスカウ
ト 4 名、隊長とサポート 2 名　計７名の登山を行ない
ました。
初の富士登山で楽しみにしていたことはご来光でし
た。　それは、とてもうれしく、感激しました。けれ
ど、それ以上に、心に残ったことがありました。それは、
色々な人達が、ぼく達に声をかけてくれたことです。
　まだ 5 合目を登り始めてすぐに、下山してくるおじ
さん達が「がんばって！！」と声をかけてくれ、「あ
りがとうございます！！」とあいさつをすると、やる

気が増してきました。
　そして、体も呼吸も苦しくなってき
た 7 合目で、日本語もあまりしゃべれ
ない、外国人のカップルが「ガンバッ
テネ」と応援してくれました。日常で
あまり関わることのない外国の方に声
をかけてもらい、まるでハリウッドス
ターにやさしくされたように、うれし
くって、つかれもふっ飛びました。そ
んなパワーをもらいついにスカウト全
員で山頂の朝日を見ました。想像以上
に感動しました。

　いよいよ下山です。下山は、思った以上にキツイで
す。上りとはちがう筋肉を使います。下るほどに気温
も上がってきました。その時いかにも登山のプロみた
いな人が「ストックは、もう少し長くした方がいいよ。」
と教えてくれました。上り下りでは、長さを変えた方
がいいことを知りました。言われた通り調節をしたら
本当に楽になり、前の人を追いこすほど快調になりま
した。
　富士山で学んだ事は、同じ目的をもった者同士は、
すぐに仲間になれるということです。次は教わるばか
りでなく、教えてあげられるようになりたいです。こ
れからは、いろんな目標をもった仲間と出会えること
が、楽しみになりました。こんな体験をさせてくれた
隊長や、団の人達ありがとうございました。

初めての富士登山初めての富士登山 団のみんなと登った富士山
志太地区　藤枝第１団 ボーイ隊 古市　芽衣志太地区　藤枝第１団 ボーイ隊 古市　芽衣 志太地区　藤枝第１団 ボーイ隊 古市　虎白

　私は先日、長野県西部の飛騨山脈南部にある「上高地」
に行きました。
　私は上高地でたくさん感動し、学ぶことが多かったです。

　一つは、水の透明さです。伊東の川と違い、細かな砂な
どがなく、触ってみても、異物感が全くなかったです。
　二つ目は、とても涼しかったことです。八月の平均気温
は、約二十度とかなり涼しく、私も過ごしてみて涼しいと
感じました。
　三つめは、自然が豊かでした。大正池ならではの、木の
生え方や種の増え方などを見ることができました。
私は、これらの経験を大切な思い出として覚えていきたい
と思います。です
が、私はそれと同
時に、何らかの形
で記録したいと思
います。もしまた
行く機会があった
ら、この記録を活
用したいです。
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夏季キャンプについて
磐田 4 団ＢＳ隊長 宮脇　一憲

　8 月 10 日から12 日、浜松市天竜区上阿多古長澤会館に
て夏季キャンプを行いました。当初からスカウトの参加人数
が厳しく、キャンプの実施も危い状況でしたがベンチャー 2
名、ボーイ1 名、他各リーダー・団委員・御父兄のご協力を
頂き、より良いキャンプとなりました。スカウト一人一人に目
が届き、不安の少ないものとなり、またＯＢスカウトも顔を出
してくれてとても嬉しく感じました。ただ隊長の私が仕事上、
フルに参加出来ず大いに反省しております。副長・隊付リー
ダー・団委員の皆様には大変感謝をしております。今後の活

動においてボーイ隊・ベンチャー隊共に少数精鋭で中身の濃
い活動をスカウトの参加し易い日、時間帯を掌握して活動し
ていきたいと思います。学校生活・普段の生活では経験出
来ないことを活動で知ってもらい、今後もボーイスカウトをや
って良かったなと感じてもらえるよう努めていきたいです。

　令和元年 8 月 3 日から 4 日にかけて藤枝第１団６
団ボーイスカウト隊の富士登山プロジェクトを実行し
ました。ボーイスカウト 4 名、隊長とサポート 2 名
計７名の登山になりました。
　私にとっての富士登山は、大自然に身を任せて、ひ
たすら頂上を目指して登り続ける試練でした。頭上か
らは照り付ける太陽の光を浴びて、六合目からは、崖
の上を登る様に、重い荷物を背負いながら、四つん這
いになり、必死に登りました。登りながら眼下を見る
と雲の上に自分がいる事に気付きました。山の天気は
一瞬にして変わり、霧の中に入った時には、疲れた体
が「スーッ」と軽くなり、適度な水分が体を生き返ら
せてくれました。
　九合目の山小屋に到着した時は安心しました。「頂
上まであともう少し！」と気合が入りました。山小屋
では寝返りも出来ない状態で、まっすぐになって寝ま
した。午前一時に目が覚めました。外は暗い真冬の寒
さです。空には細かなガラスの破片を散りばめた様に
キラキラと星が輝いておりました。「すげぇ～」と叫
ぶほど美しい！昨日の昼とは全く違った宇宙空間で
す。まるで夢を見ている気分でした。山頂へと向かい
ましたら途中で行列が出来、到着まで３時間かかりま
した。
　皆で無事に山頂に着いた時には、「本当によかった」

と思いました。御来光も、はっきりと見えました。霧
が立ち込める中にオレンジ色の光が徐々に広がり、そ
の中を濃厚なオレンジ色であるお日様が上がって来る
のが分かりました。清々しい朝を迎えることができま
した。
　暫くの間山頂で楽しんだ後、三百円支払ってトイレ
を済ませ、集合しました。トイレが一回三百円のお金
が掛かることに驚きましたが富士を守っていくには仕
方がないと思います。
　午前七時頃から下山しましたが帰りも混雑してお
り、かなり予定時間を過ぎてしまいましたが、皆が無
事に下山出来た事が一番！と思いました。今回の富士
登山を経験して、富士山が世界の宝物であることが分
かりました。登山中にも何度か外国人のグループを見
掛けましたが、とにかく登山者が多いのには驚きまし
た。私は、日本人として「大自然である富士山を守っ
て行きたい」と心から思いました。こんなにすばらし
い体験が出来たのは伊藤隊長を始め参加者の協力が
あったからです。本当にありがとうございました。

富士登山の感想
志太地区　藤枝第１団ボーイ隊 八尾　哲平

富士山の自然林を守るプログラム
御殿場小山地区副コミッショナー 勝俣　竜哉

　御殿場小山地区では、毎年夏に地区行事として富士山の
自然環境を守るプログラムに取り組んでいます。地元の
NPO 法人「富士山の森を守るホシガラスの会」様の指導
を受け、当初は御殿場口登山道の新 5 合目周辺において外
来植物の抜根を行ってきましたが、今年は自然林を守るお
手伝いという新たなミッションに取り組みました。場所は、
往時の須山口登山道を今に伝える須山口下山歩道の須山胎
内に程近い標高約 1,400m の国有林。310 年余り前の宝永噴

火で一度失われた植生が自然
に回復した広葉樹と針葉樹の
混交林で、一見すると豊かな
森なのですが増加の一途をた
どるシカによって樹皮や低い
場所の枝葉は食いちぎられた
木が点在し、下草やこぼれ落
ちた実から成長した新芽は食
い尽くされている状態。ホシ
ガラスの会様から、この森の
成り立ちとシカの関係につい
てレクチャーを受けながら、

13たちばな (第 157 号 )令和元年 10 月



友
情
章

氏　　名 地　区 所　　　属 氏　　名 地　区 所　　　属

沼 駿
沼 駿
浜松東
浜松東
富士宮
富士宮
静 岡
静 岡
浜松東
磐 田
磐 田
富 士
富 士

沼津第4団
沼津第4団
浜松第30団
浜松第30団
富士宮第5団
富士宮第5団
静岡第7団
静岡第7団
天竜第1団
豊田第2団
豊田第2団
富士第4団
富士第4団

B S
BVS
C S
BVS
BVS
BVS
C S
BVS
B S
C S
C S
BVS
BVS

隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊

井 出  博 基
下 島  瑠 華
松 村  爽 平
上 村  実 穂
小 林  琉 希
小 林  壱 都
近藤ひかる
近 藤  聡 亮
佐 藤  孝 介
鈴 木    心
鈴 木  絢 斗
長谷川   翔
望 月  大 悟

隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊

組織拡充・広報委員会令和元年8月度「友情章」顕彰者名簿

おめでとう！！25名の仲間が友情章を授与されました。
「友情章」は、君の友達に「スカウトになろうよ！」と言って、友達がスカウトに入るともらえる章です。

記念品はネームプレートがもらえるよ。次は君が友達を紹介して「友情章」をゲットしよう！

富 士
富 士
富 士
静 岡
静 岡
浜 松
磐 田
磐 田
磐 田
三 島
三 島
富 士

富士第4団
富士第4団
富士第11団
静岡第27団
静岡第27団
浜松第12団
磐田第6団
磐田第6団
磐田第6団
三島第5団
三島第5団
富士第8団

C S
BVS
BVS
C S
C S
BVS
BVS
BVS
BVS
Ｃ Ｓ
Ｂ Ｓ
Ｃ Ｓ

東    泰 生
久保田華生
田 渕  巴 菜
高 田  華 帆
青 山  歩 睦
高 橋    新
丸 崎  風 花
宮 本  彩 加
梅 原    恵
三 戸  柚 果
江 川  達 哉
宇野レイナ

ボーイ隊へ上進したスカウト
沼駿地区　沼津第 16 団 カブ隊 隊長 西山　考司

　我が団では、ボーイ隊への上進にはセーラー渡りが伝統
的に続いている。自団での活動しか知らない時には、当然
のことだと思っていたので、我が団で育ったスカウト達は
ビーバーでもカブでもボーイの上進式を見学するため疑問
に思ったことは無いだろう。そして今年も 1 名ボーイへ
上進した。彼はビーバーから活動をはじめビックビーバー、
りす、うさぎ、しか、くまを経験。決して活発な子供では
なかったが、落ち着きがありユーモアにあふれていた。そ
んな彼がセーラー渡りを笑顔で乗り切り、ちかいの式を経
て晴れてボーイ隊で上進した。

《ボーイ隊長によるインタビュー》
　『上進式を終えて今までカブスカウトだったのがボーイ
に変わり、緊張もあるけれど、頑張っていきたいと思いま
す。上進式ではロープ渡りをやり、けっこう大変でしたが、
渡り切ってみると楽しかったです。特に体の中心を考えて

総勢 20 名余りで食害にあった樹木の根元から幹へネット
を掛けて、更なる食害を防ぐ作業を行いました。今回の作
業を機会に、地区ベンチャーはホシガラスの会様と連携し
た活動を今後計画しており、御厨地方に根差した地域から
一目置かれる組織として活動を続けたいと思います。

バランスを取るのが大変でしたが、片側に重みをかけるの
ではなく全身に重みを掛けるのがコツだとわかりそれでう
まくいきました。周りの様子も見えていました。ちかいの
式をやりましたが、ちかいの中で自分が一番大事にしたい
のは、「いつも他の人々を助けます」ということです。い
つも困っている人を助けたいです。そうすると相手も良く
なるし自分もいい気持になるからです。ボーイ隊になって
一番頑張りたいのはキャンプです。テントは立てたことが
ないけれど、キャンプで一番気になるのは、団体で協力し
て、活動に生かすところです。他のところでも、ボーイス
カウトの活動の中では団結力を大切にしたいです。』
　彼が 4 年間のボーイ隊を経験し、ベンチャー隊に上進し
てくるのが楽しみで仕方ない。
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マスコミ（新聞・雑誌）に掲載された“スカウト活動の記事”を紹介します。

マスコミコーナー

8令和元年7月17日㈬
　静岡新聞　朝刊に掲載

8令和元年7月22日㈪
　静岡新聞　朝刊に掲載

8令和元年7月30日㈫　静岡新聞　朝刊に掲載

8令和元年8月3日㈯
　静岡新聞　朝刊に掲載

9令和元年8月28日㈬
　静岡新聞　朝刊に掲載

6令和元年8月23日㈮
　静岡新聞　朝刊に掲載
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ボーイスカウトへのお問い合せ・入隊希望は
ボーイスカウト静岡県連盟事務局（☎ 054-255-6185）まで
ホームページもご覧ください。http://bs-shizuoka.com

広 報

発 行 所

編集責任者
印 刷

発 行 部 数

一般社団法人 日本ボーイスカウト静岡県連盟
〒420-0068　静岡県静岡市葵区田町 1-70-1
　　　　　　県青少年会館内
　　　　　　TEL054 − 255 − 6185  FAX054 − 255 − 6186
　　　　　　http://bs-shizuoka.com
組織拡充・広報委員長　川島　一郎
三 富 印 刷 株 式 会 社
静岡県浜松市東区上新屋町 30-1　TEL053 − 467 − 4678

4,530 部

2019 年 10 月編 集 日 記
　今年の夏も24回世界ジャンボリー、各隊の野営訓練等、有意
義な体験を通してたくさんの思い出が生まれました。
　今回も各地区から多数の活動報告が寄せられました。今後も
皆様と情報を共有していきたいと思います。
　取材依頼、様々なご意見などございましたら県連事務局まで
お問い合わせ下さい。
 　　　　　　　　　広報「たちばな」編集部　杉山　文朗

≪県連定型訓練≫

≪県連定型外訓練≫

≪第3回 ボーイスカウト東海4県連盟合同野営大会≫

ボーイスカウト講習会静岡第604期
●日　時：令和元年11月24日（日）　●場　所：浜松市立青少年の家
●申込み：11月1日（金）まで

「スカウトソングを隊活動で歌おう！」
●日　時：令和元年11月23日（土）～11月24日（日）
●場　所：静岡県立三ヶ日青年の家
●参加対象：団指導者　●申込み：令和元年10月31日（木）まで

「東海４県連盟合同野営大会（3TC）参加者申込受付中」
●期　間：2020年8月7日（金）～8月12日（水）
●場　所：岐阜県日和田高原
●申込み：参加予定申込書「スカウト用」「指導者用」と団総括表を作成、
　　　　　地区で取り纏め地区総括表を添えて県連盟に 11月末までに提出
　　　　　願います。
●参加費：１名２２,０００円。予納金１名５，０００円は１２月１３日(金)までに
　　　　　県連盟に送金のこと。残金１７,０００円は４月２４日確定申込書と
　　　　　一緒に送金下さい。詳細は県連盟ホームページ３ＴＣコーナーに
　　　　　掲載しています。
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